
この印刷物は石油系インキではなく、地球に優しい
大豆油を使用したインキで印刷されています。

『広報えな』は古紙100％
の再生紙を使用しています。
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普
段
、
道
を
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て
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た
り
、
車
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運
転
し
て
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た
り
し
て
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や
っ�
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こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
歩
い
て
い
る
と
、
す
ご
い
ス

ピ
ー
ド
で
横
を
通
り
過
ぎ
る
自
動
車

や
バ
イ
ク
、
横
断
歩
道
以
外
を
横
切

る
歩
行
者
な
ど
。
広
報
担
当
に
な
っ

て
外
に
出
る
機
会
が
増
え
、
い
ろ
い

ろ
な
場
面
を
目
に
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
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７
月　

日
か
ら
「
夏
の
交
通
安
全

１１

県
民
運
動
」
が
始
ま
り
ま
す
。
今
年

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
ゆ
ず
り
あ
う
心

で　

夏
の
交
通
事
故
防
止
」。
一
人

ひ
と
り
が
交
通
規
則
を
守
り
、
心
に

ゆ
と
り
を
持
っ
て
行
動
す
れ
ば
、
譲

り
合
う
気
持
ち
が
自
然
と
生
ま
れ
、

交
通
事
故
も
減
る
の
で
は
。

　

何
事
に
も
ぎ
り
ぎ
り
で
は
な
く
、

余
裕
を
持
っ
て
行
動
し
た
い
と
改
め

て
感
じ
ま
し
た
。　
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次号は７月１５日号
発行日は７月１５日�です

企画展覧会

『広報えな』 ７月１日号、１部当たり
の印刷経費は約１９.３円（税込み）です。

『広重と行く旅模様―街道絵を楽しむ』

　６月９日�から開催中の企画展「木曽義仲と源平合戦の世界」は、おかげさまでたくさんのお客様をお迎

えしています。これに引き続き開催するのが、７月２２日スタートの「広重と行く旅模様―街道絵を楽しむ」

です。

　「 水杯 を交わしてから出掛けたものだ」と、しばしば伝えられている通り、ごく普通の江戸時代の人々に
みずさかずき

とって旅をするのは、一生に一度のイベントだったことでしょう。そして列車や飛行機の存在を当たり前

のように感じてしまっている現代では、もはや想像すらできませんが、その昔の旅は徒歩が基本でした。

　そんな江戸の旅をフォローしたのは、交通手段としての 駕籠 
か ご

や馬。また充実した 旅籠 や、名産品を買い求
はたご

めることができる売店、土地の名産を食することができる茶店などでした。

　本展では、これらいわば旅に潤いをもたらすアイテムを始め、旅をするさまざまな人々、その土地ならで

はの名所、名物などを描いた作品を展示します。江戸時代の旅の様子を見ると、昔の旅の厳しさを感じるこ

とでしょう。でも同時に「今度は少しゆっくりとした旅をしてみようか」と思えるかも知れません。現代人

が求めるスローライフの原点を、きっとここから見つけることができるはずです。

７月２２日�～８月２８日�
毎週月曜日休館

　　 ※会期終了後、８月２９日�～３１日�まで展示替え休館します。

　　　　関連イベントがあります。２０㌻をご覧ください。

歌川広重
「木曽海道六拾九次之内　下諏訪」

大判錦絵揃物の内　天保８年（１８３７）頃
錦樹堂（伊勢屋利兵衛）版


